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活断層調査のお願い並びに建設予定地の再検討のお願い 

 
平成 19 年 8 月 2 日諏訪南行政事務組合長に対して、「灰溶融施設建設予定地周辺で活断層調査

を行い、建設予定地として適切な場所か再検討するよう求める要望書」を提出しました。 
現在計画されている灰溶融施設が、新潟県中越沖地震の影響で現在も操業停止状態となってい

る柏崎刈羽原子力発電所と同じことにならないように特別委員会においても適切な判断をしてい

ただきますようよろしくお願いいたします。 
なお、7 月 11 日の特別委員会において組合は、地質調査（断層調査を含む）をプラントメーカ

ーの責任で行う業務と位置づけていましたがこれは間違いではないでしょうか。建設予定地の安

全性については、発注者側である組合が責任を持って調査を行い確認すべき業務であると思いま

す。これらも考慮し良識あるご判断を期待します。 
このお願いに対し、特別委員会でどのような議論及び判断がされたか、文章にてお知らせくだ

さい。 


